地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホームもえぎ野
施設種類：グループホーム

日　　時：Ｒ２年９月１１日（金）　１３時３０分～１４時３０分
会　　場：デイサービス　もえぎ
	利用者代表
	０人
	船越・瀬野川　地域包括支援センター職員
	１人

	利用者家族
	１人
	広島市職員
	０人

	地域住民の代表
	２人
	他グループホーム職員
	２人

	その他（管理者、職員　　）
	３人


出席者
（人数）
（議題）
　　　　　
（1） グループホーム入居者の状況及びサービスの状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（令和２年９月１１日現在）

（２）　私たちの毎日より
（３）　９月・１０月の予定について
（４）　グループホームもえぎ野におけるコロナ対策について
（５）　身体拘束廃止委員会より
（６）　その他（サービスへの要望、助言等）
（会議の内容…評価、要望、意見、助言等）

※運営推進会議の内容より
コロナウイルス感染対策について
◎地域の方より
グループとしてきめ細やかな体制をとっていると感じました。入居されている方の（消毒などの）ケアはどのようにされているのですか？

◎職員より
入居者さんに対しては、食事前などに手指消毒を行っています。外出時（病院や美容院）などはマスク着用して出かけています。帰宅時には、体温測定して手指消毒を行っています。

◎地域の方より
私たちと違い外出頻度が少ないので、職員さんから持ち込むことが考えられます。職員の方にしっかり気をつけて頂きたいです。
◎ホーム長より
会議等で勉強会を行うことでコロナウイルスを施設内に持ち込まないようにしています。今後も継続して対応をしていきたい。

◎知見を有する方より
コロナウイルスに対してしっかり対策を行っていると思います。今後も継続していってください。
◎地域包括の職員方より
コロナウイルスが流行してから、イベントができない。職員も安全に過ごしていただくことを考え換気、消毒、定期的な検温を行いながら普段通りに過ごしていただかなくてはならないのでとても大変だと思います。もえぎさんはできる範囲で皆さんを楽しませておられるので、今後も継続していただきたい。
◎ホーム長より
外出することができなくなり、例年行っていた行事ができなくなっています。職員も少しでも楽しんでもらえるように日々いろいろなことを考えて行っていきたいと思います。コロナウイルスをなくすことは難しいので、ウィズコロナで頑張っていきたいと思います。

